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さあ夏休み！事故なく頑張れ蓬田っ子！！

蛛
の
巣
は
暑
き
も
の
な
り
夏
木
立
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鬼
貫

梅
雨

は
う

っ

と
う
し

い
。

暑
苦
し

く
、
じ

と
じ

と
し
て
旛

な
も
の

だ
。

よ
く

、
物

事
の
飛
躍

に
は
弱
占

を
長
所
に
変

え
る

の
が
い
い
と

い

う
。

梅
雨

を
逆
手
に

と
る
方
法
は

な
い
も
の

だ
ろ
う

か
。

蓬

は
雑
草

の
よ
う

に
扱

わ
れ
て

来

た
が
、
こ

の
た

び
「
北

の
ぬ
ぐ

も
り
」

と

い
う
入
浴

剤

と
、
「
北

の
よ

も
ぎ
茶
」

に
生
ま

れ
変

わ
っ

た
。

こ
の
辺
で

は
昔
か
ら
蓬

を
草

も
ち

に
使
っ
て

い
た

が
、
こ

ん
な

利
用
法

は
初
め
て

だ
ろ
う

。

同
じ
よ
う

に
、

ウ
マ

ヅ
ラ
（

ギ

（
通
称
チ

ュ
ッ
チ
ュ

）
も
「
北

の

昧
っ
こ
」

と
い
う
和
風

だ
し

の
素

に
変
身
し

た
。

い
ず

れ
も
、
村
の

ご
婦

人
た
ち

の
知
恵

の
結

晶
で
あ

る
。

そ
う

い
え

ば
、
青
函
連

絡
船
も

文
化

交
流
施

設
に
生
ま

れ
変
わ
っ

て
戻

っ
て
き

た
。

蓬

も
、
チ
ュ

ッ
チ

ュ
も

、
連
絡

船
も

ど
っ
ち
も
頑

張
れ
／
・

8

月
:1990

よもぎた
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玉松海水浴場オープン

！ 多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
い
一
日
！

七
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
玉
松
海
水
浴
場
開

き
が
、
来
賓
関
係
者
合
わ
せ
て
三
百
名
の
参
加
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
参
加
者

は
沢
山
の
景
品
を
も
ら
い
大
喜
び
で
し
た
。

海
水
浴
場
に
三
年
も
の
の
地
ま

き
ホ
タ
テ
百
二
十
詰
（
蓬
田
村
漁

業
協
同
組
合
提
供
）
を
ま
い
て
、

そ
れ
を
拾
っ
て
も
ら
お
う
と
計
画

さ
れ
た
ホ
タ
テ
拾
い
は
、
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
約
百
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
老
い
も
若
き
も
腰
ま

で
海
に
つ
か
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

一
杯
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
企
画
さ
れ
た
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
に
は
、
十
ニ
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
一
チ
ー
ム
二
人
（
女
性

参
加
の
場
合
は
三
人
で
も
Ｏ
Ｋ
）

で
、
砂
の
上
で
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
行
う
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は

無
事
故
で
海
水
浴
を
！

今
年

か
ら
建
設
省

と
の
共
催

に

な
っ

た
海
開
き
、

安
全
祈
願
祭

は

駐
車
場

で
午
後
一
時
か
ら
始

ま
り
、

坂
本
村

観
光
協
会
長

、
八
戸

村
長
、

建
設

省
青
森
工

事
事
務
所
副
所

長

な

ど
十
三

名

の
方

が
安
全

を
祈
り

玉
串

を
奉
典
し

ま
し

た
。

続
い
て
式
典

と
な
り

、
テ

ー

プ

カ
ッ
ト
後
坂
本

観
光
協
会

長
か
ら

「
今
年
は

、
海
水
浴
場

の
事
故
防

止
対
策

と
し

て
放

送
設

備
を
完
備

し

ま
し

た
。
更

に
補

助
員
増
員
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
強
化

等
事
故
防

止
に
万

全
を
期
し
ま
す

。
今
日

は

沢
山

の
イ

ベ
ン
ト

を
企
画
し
て

お

り
ま
す

の
で
、
一

日
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん

で
下

さ

い
」
と
挨
拶

が
あ

り
、

共
催

の
建
設
省

青
森
工

事

事
務
所

山

崎
副
所
長

か
ら
も
挨
拶

が
あ
り

ま
し

た
。

来

賓
の
八
戸

村
長
、
津
島

村
議

会

議
長

か
ら

は
「
海
水
浴

場

が
事

故

な
く

終
了
す

る
こ

と
を
祈
願

し

ま
す
」

と
祝
辞

が
の

べ
ら
れ
、

い

よ

い
よ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

ホ
タ
テ
拾
い
は
楽
し
い
！

地
ま
き
ホ
タ
テ
は
美
味
し
い
！

来
賓
テ
ン
ト
の
南
側
で
は
、
蓬

田
木
炭
（
蓬
田
村
農
業
協
同
組
合

提
供
）
で
焼
か
れ
た
と
り
立
て
の

地
ま
き
ホ
タ
テ
が
振
る
舞
わ
れ
、

品
質
抜
群
と
売
れ
行
き
は
好
調
で

し
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
は

子
供
会
チ
ー
ム
が
優
勝
！
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人
気
上
昇
中
。

こ
の
日
は
少
々
風
が
あ
り
、
選

手
は
苦
労
し
た
よ
う
で
す
が
、
子

供
会
チ
ー
ム
（
越
田
守
、
小
鹿
成

子
、
越
田
砂
知
子
）
が
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

昨
年
行

わ
れ
た
タ

マ
ゴ
投
げ
に

代

わ
り
、
今

年
は
風
船
投

げ

が
登

場

。
水
を
入

れ
た

ゴ
ム
風

船
で
キ

ャ
ッ
チ

ー
ボ
ー
ル
を
し

、
一
番
遠

く
で
受
け

た
チ

ー

ム
が
勝
ち
と

い

う

ゲ
ー

ム
で

、
投

げ
る
方
も
受
け

取
る
方
も
大

変
。
失

敗
す

る
と

、

び
し
ょ

ぬ
れ
に
な
っ
て
し

ま
う

の

で
す
。
見

事
に
優

勝
し

た
の
は

、

子
供
の
部

は
八

が
を
成

功
し
た
木

戸
育
次
チ

ー

ム
、
大

人
の
部
は
十

二

び
の
坂
本

宏
孝
チ
ー
ム
で
し
た
。

（
賞
品
は
、
坂
本
養
鶏
提
供
の
卵

で
し
た
。）

こ
の
他
に
野
菜
の
目
方
あ
て
ク

イ
ズ
な
ど
も
あ
り
、
正
解
者
に
は

沢
山
の
野
菜
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
秋

に
村
百
周
年

を
記

念
し

て
誕
生
し

た
玉

松
太
鼓

が
有
志
七

名
に
よ
り

披
露
さ

れ
ま
し

た
。
名

前
の
由
来

で
あ
る
玉
松

台
に
向
っ

て
打
ち

鳴
ら
さ

れ
た
勇
壮
な
太
鼓

に
、
会
場

か
ら
盛
ん

な
拍
手

が
あ

り
ま
し

た
。

ま

た
、
会
場
北

側
で
は
概
要
説

明
板

、
四

ッ

切
写

真
約
四

十
枚
で

「
青

森
海
岸

の
歩

み
写

真
展
」

（
建

設
省
提
供

）
が
開
か
れ
好
評

で
し

た
。

教 育 長 月 報

良カ こ
冫只教育長

去
る
七
月
十
七
日
、
ワ
ー
プ

ロ
教
室
第
一
期
生
の
修
了
式
が

盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
受
講
生

の
反
省
記
録
を
と
っ
て
あ
る
そ

う
だ
か
ら
今
後
の
参
考
に
し
た

い
。こ
の
「
よ
も
ぎ
た
」
が
出
さ

れ
る
時
に
は
村
民
体
育
祭
の
結

果
も
知
ら
さ
れ
る
と
思
う
が
、

年
々
盛
ん
に
な
り
部
落
交
流
の

場
が
広
が
る
の
が
目
指
す
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
全
力
で
走
っ

て
負
け
た
と
し
た
ら
、
む
し
ろ

相
手
の
健
闘
を
讃
え
た
い
も
の

で
あ

る
。

自
分

の
力
不

足
と

、
年

を
感
じ

た
ら
来
年

の
た

め
明

日
か

ら
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
を
始

め
て
下

さ

い
。九
十
何
名

か
参

加
し

た
親
子

キ

ャ

ン
プ
も
成

功
裡

に
、
且

無
事

終

っ
た
。
雨
－

曇
－

や

ま
せ
Ｉ

の
間

を
か
い
く
ぐ
る
よ

っ
に
、
一
日
だ
け

の
晴
れ
間
で
あ

っ
た

と
い
う

、
よ

か
っ
た
。
少
し

寒
か
っ

た
よ
う

だ

が
、
こ

れ
位

で
風

を
引
く
よ
う

で

は
…
…
…
。

中
体
連
に

明
る

い
兆
（

き
ざ

）

し

が
…
…
。

ス
ポ
ー
ツ

が
強
く
な

る
と
学
業
も
向
上

す
る

’・
と
い
う

の

が
私

の
持

論
で
あ
る
。

今
に
み

て
お
れ
束
郡

一

が
、
県
一

が
！

こ

れ

が
又
私

の
夢
で
あ
り
宿
願

で
あ

る
。さ
て

一
学
期

が
終
る
。
通

信
簿

で
一

喜
一
憂

と
い
う

か
、
不
本

意

な
思

い
を
す

る
の
も
こ

の
時

で
あ

る
。
通

信
簿

に
つ
い
て
は

、
先

生

の
立
場
と
生
徒

の
立
場

が
違
う

の

だ
か
ら
、

自
分
の
思

い
ど
う

り
で

な
い
の

が
当
り

前
と
言
え

ば
当
り

前

で
あ

る
。
昔

は
（

お
じ

い
さ
ん
、

お

ば
あ

さ
ん
の
時
代

）
　一

〇
〇
点

を
満
点

と
し

て
六
十
五

点
と
か
三

十
点
と

か
教
科
の
目
標

に
対
す

る

到

達
度
を
示
し

た

か
ら
出
来
、
不

出
来

が
は
っ
き
り
し
て

い
た
。

し

か
し

今
は
違
う
。

ク
ラ

ス
の

中

の

位

置

を
示

し

て

い

る

だ

け

で

あ

る
。

小

学

校

低

学

年

は

三

つ

の

グ

ル

ー

プ
。

小

高

学

年

、

中

学

校

は

五

段

階

グ

ル

ー

プ

に

分

け

ら

れ

て

い

る
。

見

る

方

は

余

り

具

体

性

が

な

く

パ
ッ

と
し

な

い
。

九

十

三

点

と

言

わ

れ

た

方

が

見

応

え

が

あ

る

し

、

頑

張

り

方

も

出

る
と
田
丱
っ
の
だ

が
Ｉ

。

即

ち

全

体

の
中

の

自

分

の

位

置

は

、

外

の

人

か

ら

で

な

い

と

解

ら

な

い

と

い
う

の

が
本

当

だ

ろ

う

。

だ

か

ら

通

信

簿

の

見

方

も

余

り

自

分

の

憶

測

だ
け

で

見

な

い

で

、

素

直

に

自

分

の
位

置

を

確

認

す

る

と

い

っ

た

心

構

え

で

見

る

こ

と

で

あ

る

。

そ
し

て

注
意

し

て

ほ
し

い
の

は

、

今

少

し

で
「

四

」
に

な

る
「
三

」
な

の

か
「
二

」
に

近

い
三

な

の

か

は

、

そ

の

後

先

生

と

と

く

と

話
し

合

い

、

具

体

的

な

指

導

を
う

け

る

よ
う

に

す

る

の

が
、

今

の

通

信

簿

の
一
番

大

切

な
見

方
で

あ
り
い

そ
う

い
う

意

味

が
あ

る

の
で
す
。

ど
う

ぞ

そ

の

つ

も

り

で
Ｉ

。

長

期

の

休

業

で

す

、

勉

強

に

ス

ポ

ー

ツ

に

そ

れ

ぞ

れ

目

標

を

立

て

有

意

義
に

過
し

て
下

さ

い
。

二

学

期

全

員

元

気

に

登

校

す

る

の

を

楽

し

み

に
Ｉ

。
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風
船
投
げ
競
争
は

び
し
よ
ぬ
れ
！

玉
松
太
鼓
を
披
露
！

尹



堂
々
の
分
列
行
進
で
士
気
高
く
！

蓬
田
村

と
蟹
田

町

が
一
年
交
替

で
行
っ
て

い
る
消
防
団
合
同

観
閲

式
が
六
月
二
十

六
日
（
火

）
に
村

総
合
運
動
場

を
主

会
場
に
開
催

さ

れ
ま
し

た
。

式
は
、
蓬
田
村

か
ら
八
分
団

、

（
二
〇

九
名

）
の
参

加
と

、
蟹
田

町

か
ら
十
一
分
団

（
二

一
八
名

）

蓬
田
村
・
蟹
田
町
合
同
観
閲
式

の
参
加
を

得
て
ぃ

午

前
七
時
四
十

五

分
、
蓬
田
漁
協
よ

り
出
発

し

た

パ
レ
ー
ド
で

始
ま
り
ま
し

た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
主
会
場

ま
で
団

員
、

ポ
ン
プ
車
に
よ
り

整
然
と
行

わ
れ
、
見
守

る
村
民
に
ア

ピ
ー
ル

し

ま
し
た
。

そ
の
後

、
開

式
陳
告

、
殉

職
団

員
に
対
す
る
黙

と
う

、
検
閲

、
ポ

ン
プ
操
法
、
分
列
行

進
と
順
調

に

進
み
ま
し

た
。

ど
の
分
団
も
規
律
あ
る
態
度
で
、

日
頃

の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
ま

し

た
。
毎
年

恒
例
の
一
斉
放

水
は
会
場

を
蓬
田

漁
協

に
移
し

、
赤
・
青
・
黄

と

カ
ラ
フ

ル
な
放
水

が
行

わ
れ
、

会
場
に
集
合
し

た
来
賓

の
方

々
の

目

を
楽
し

ま
せ
ま
し

た
。

木

戸
蟹
田
町

長
よ
り
「
早
朝

か

ら

の
出
動
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

検
閲

、
機
械
器

具
点
検
は
良
好

で

あ
っ

た
。
分
列
行

進
は
と
て
も
り

っ

ぱ
で
あ
り
何

も
言
う

こ
と
は

な

い
」

と
、
講
評

が
あ
り

ま
し

た
。

八
戸

村
長
か
ら
「
日
頃

の
訓
練

、

努
力

が
本

日
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ

か
ら

も
、
住
民

の
生
命
・
財

産
を
守

る
た
め
に
も
頑
張

っ
て
ほ

し

い
」

と

訓

示

を

受
け

、
県

知

事
（
県

消
防
学
校
長

代
読

）
、
安

田

県
消
防
協

会
長
、
蟹
田

警
察
署

長
（
平

沢
次
長
代

読

）
津
島

村
議

会
議

長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞

を
い

た

だ
き
ま
し

た
。

消
防
功
労
者

と
し

て
表
彰

さ
れ

た
方
は

次
の
と
お
り

で
す

。

◆

青
森
県
知

事
表
彰
◇

永
年
勤
続

功
労
章
＝

高
田
重
義

◆
日
本

消
防
協
会

々
長

表
彰
◇
勤

続
章
＝

坂
本

秀
行

・
越
田

悦
夫

◆

県
消
防
協

会

々
長
表

彰
◇
功
労

章
＝

越
田
悦

夫
◇
勤
功
章
＝

櫛
引

武
義
・
・
森
清

秀
◇
永
年
勤

続
章

（
四

十
年

）
＝

吉
田
初

男
◇

永
年

勤

続
章
（
三
十

年
）

―
坂
本

秀
行

・
越
田
悦
夫
（
二

十
年

・
十
五

年

・
十
年
）
＝

計
二

十
三

名

◆
県

消
防
協
会
東

青
支
部
長

表
彰

◇
支

部
長
章
＝

十
名

◆
団
長

表
彰
◇
団
長

章
＝

八
名

◆

村
長

表
彰
◇
村
長
章
＝

六
名

◆

感
謝

状
＝

津
島

勲
、
越
田
喜
代

信
、
吉
田
龍

一
、
高
田

精
子
雄

、

武
井

良
一
◆

火
災
丿
力

者
＝

田
中

正

敏
、
工

藤
鐵
雄
　

（

敬
省
略

）

今の日本を知り、未来を考えるための国勢

調査が、来る10月１日、全国一斉に行われま

す。国勢調査は、赤ちゃんからお年寄りまで、

日本に住んでいるすべての人が対象となる大

規模な調査です。

調査の結果は、福祉、教育、雇用、住宅建

設など生活に密着した問題について、国や都

道府県、市区町村などが、これからの行政を

考える基礎資料として活用されます。

９月下旬に皆さんのお宅に調査員がお伺い

し、調査票へのご記入をお願いします。時間

はあまりおかけしませんので、どうぞご協力

ください。

1明1 日(月)は、

国勢調査の日です。

国勢調査

総務課から●4

総務庁統計局青森県

調査の対象は約１億2,400 万人。

あなたもその一人です。



広　報　よ　も　ぎ　た

牧場祭りへどうぞ！

８月26日(日)は美味しい“よもぎた牛”を食べる日

蓬
田
村
営
牧
場
で
楽
し
い
一
日
を
！

美
味
し
い
く
《
よ
も
ぎ
た
牛
》
を

広
く
知
っ
て
も

ら
お
う

と
、
昭
和

六

十
一
年

か
ら
開

催
さ
れ
て

い
る

牧
場

祭
り
は
今

年
も
第
五
回
目

が

開

催
さ
れ

る
予

定
で
す
。

今
年
も
色

々
な
ア

ト
ラ

ク
シ
ョ

ン
等

の
準
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
、
友
達

を
お
さ
そ
い
の
上
、

多
数
お
出
で
下
さ
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
次
の
と
お
り

で
す
。
①
宝
さ
が
し
②
ズ
バ
リ
当
て
ま

し
ょ
う
（
牛
の
体
重
当
て
）
③
牛

乳
早
飲
み
大
会
④
ビ
ー
ル
早
飲
み

大
会
⑤
干
し
草
投
げ
大
会
⑥
カ
ラ

オ
ケ
大
会
⑦
お
楽
し
み
抽
選
会
⑧

草
上
綱
引
き
大
会
⑨
草
上
自
作
ソ

リ
す
べ
り
大
会
⑥
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ラ
ソ
ン
大
会
等
…
…
。

◆
蓬
田
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
前
売
券

◇
発
売
日
時

・
八
月
七
日
～
八
月
十
四
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

◇
発
売
場
所

・
蓬
田
村
役
場
農
林
水
産
課

・
蓬
田
村
農
協
生
産
販
売
課

◇
発
売
方
法

・
先
着
順

一

枚

千

円

（

八

百

枚

準

備

）

◆

当

日

発

売

・
先

着

順
　

一
枚

千
二

百

円

（
百

枚

準

備

）

◆

詳

し

い
問

い
合

わ

せ

先

・
蓬

田

村

役

場

農

林
水

産

課

登
二

七
－

ニ

ー
　一
　一
　（
内

線

）

二

万

二
ま

で

第
二
回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

5●農林水産課／村体育協会から

参

加
チ

ー

ム
大
募
集

今
年

。
一
月

十
一
日

か
ら
三

月

一
日
ま

で
毎
週
木
曜
日

、
村
ト

レ

ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

お

い
て
行

わ
れ

た
、
村

体
育
協
会

主
催

の
第

一
回
村
民

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
、

十
一
チ

ー

ム
の
参
加
を
得
て

盛
況

の
う
ち

に
幕

を
閉
じ
ま
し

た
。

今
年
度
も

、
下
記

日
程

に
て
、

第
二
回
村

民

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し

た

の
で

、
ど
し

ど
し

ご
応
募
下
さ
い
。

○

主
　
　

催

・
蓬
田

村
体
育
協
会

●

試
合
期
間

・
八
月
下

旬
～
十
月

○

場
　
　

所

・
村
農
業

者
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

セ

ン
タ
ー

●

内
　
　

容

・
各
チ
ー
ム
総
あ
た
り
（
リ
ー

グ
戦
）

○
参

加

費

・
一
チ
ー
ム
二
千
円

●
申
込
み
先

・
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

登
二
七
－

三
〇
一
〇

・
村
中
央
公
民
館

容
二
七
－

二
○
七
六

去年の牧場祭り



広　報　よ　も　ぎ　た

｢昭和45年４月２日～昭和46年４月｜日生｣(平成２年７月1日現在)

地 区 名 氏　　　　　名 地 区 名 氏　　　　　名 地 区 名 氏　　　　　名

中　　沢 坂　本　政　樹 阿弥陀川 福　士　香代子 瀬 辺 地 田　中　直　人

μ 坂　本　比　士 ﾀﾉ 川　内　喜代明 // 木　戸　琴　美

μ 坂　本　祥　治 // 川　内　鉄　也 μ 田　中　ひろみ

μ 坂　本　智　美 μ 森　　　順　治 μ 田　中　邦　章

μ 藤　田　尚　美 7/ 森　　　悦　子 μ 牧　野　國　人

μ 坂　本　昭　博 蓬　　田 角　山　桂　一 7/ 山　舘　直　人

μ 坂　本　和佳子 μ 山　本　一　仁 μ 小　野　卓　子

// 鳴　海　恵　美 μ 小　松　佐　織 川　崎　博　行

μ 福　井　純　子 μ 武　井　智恵子 広　　瀬 木　浪　紀　久

// 吉　田　康　子 μ 武　井　真理子 ﾀﾉ 久保田　　　宏

長　　科 小　鹿　剛　将 // 中　村　喜栄子 μ 久保田　幸　子

// 藤　田　祐　昭 μ 武　井　康　仲 // 田　中　都美子

μ 下　山　　　静 μ 木　村　聡　子 μ 田　中　美代子

μ 藤　本　由加子 μ 乳　井　美加子 μ 古　村　兼　光

μ 小　鹿　　　博 7/ 細　谷　江久子 μ 福　浦　政　秋

μ 坂　本　智　幸 μ 室　谷　美奈子 μ 稲　葉　理　加

μ 福　田　光　輝 μ 武　井　光　秀 μ 越　田　咲　子

μ 松　本　智　子 郷　　沢 福　井　英　智 μ 佐　井　美奈子

阿弥陀川 川　内　直　人 μ 福　井　徳　人 μ 七　戸　浩　子

// 東　 沢　 淳　 一一 // 小　野　美智子 μ 柳　谷　真由美

μ 最　上　悛　雄 μ 高　田　恵　美 μ 稲　葉　時　弘

1/ 森　　　尚　仁 // 中　川　真　理 高　　根 小野寺　和　仁

μ 川　内　明　子 μ 長谷川　　　功 /1 久　慈　文　男

// 森　　　今日子 // 中　川　ちか子 μ 稲　葉　かおる

71 森　　　三奈子 瀬 辺 地 久　慈　直　樹 μ

(昨年の成人式)

◇
主
管
　

社
会
教
育
課
登
二
七
－

二
一
一
一
（
内

）
二

七

一

・
二

七
二

◇
日
時
　
平
成
二
年
八
月
十
五
日
（
水
）
午
前
十
時

◇
場
所
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館

◇
主
催
　
蓬
田
村
教
育
委
員
会

教育委員会から●6

8月15日は成人式

平成２年度　成人式対象者名簿

新成人は進んで参加しましょう！



北
欧
五
ヶ
国
視
察
記
⑦

村

長

八
　
戸
　
良
次
郎

広　報　よ　も　ぎ　た

九
月
二
十
四
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
マ
ル
メ
市
へ
視
察
の
第
一
歩

を
し
る
し
て
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
廻
り
再
び
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
戻
っ
て
き
た
。

オ
ス
ロ
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

の
国
際
空
港
ま
で
は
一
時
間
で
到

着
し
た
。
青
森
～
束
京
間
と
や
や

同
じ
位
の
時
間
で
あ
る
。
入
国
手

続
き
も
簡
単
で
国
際
間
の
緊
張
感

な

ど
全
く

感
じ
ら

れ
な
い
開
か

れ

た
国
で
あ

る
。

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
面

積
は
約
四

十
五
万

臨
で
日
本

の

Ｉ
・
二

倍
も

あ

る
が
、
人
口
は
八
百
五

十
万

人

で
ア

ジ
ア

か
ら
の
里
子

や
移
民
を

多
く
受
け
入

れ

、
男
女
平

等
化
や

、

女
性

の
開
放
政
策

が
進
ん
だ
国
で

あ

る
。
大
小

二
万

四
千

の
島

か
ら

な
り

、
島

々
は
橋

で
結
ば
れ
、

ク

ル
ー
ズ
や
ヨ
ッ
ト
も
盛
ん
で
あ
る
。

湖

の
数

も
八
万

を
越
え
、
国

土

・

子

を
背
負

い
　

今
は
見
ら

れ
ぬ
　

野
良

仕
事

・

よ

ろ
こ

び
も
　

長
く
は
続

か
ず
　

子
の
み

だ
れ

・

う
ち
の
子

も
　

こ
の
中
に
居

る
　

適
齢
期

・

今
の
子
は
　

口

が
達
者

と
　

な
げ
く
祖
母

面

積
の
十
二

分
の
一
を
占

め
て
お

り

、
森
林
面

積
も
国
土

の
半

分
以

上

と

い
う
名

実
共
に
森

と
湖
の
国

で
あ
る
。

国

会
は

一
院
制
（
定
数
三
四

九

人
）
で
選
挙

は
三

年
毎

に
行

わ
れ
、

個
人
で

は
な
く
政
党
を
選

ぶ
シ
ス

テ

ム
と

い
う

。
去
年
九
月

の
総
選

挙
で
は
社
民

党

が
引
き

続
き
第
一

党
に
な
っ
て

い
る

が
、
連

立
政
権

で
あ
る
。

こ
の
国

は
一
九
六
〇
年
頃

ま
で

は
貧
し

い
農
業
国
で

、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
超
田
舎

と
い
わ

れ
た

が
、
水

力
発
電

、
森
林
、

鉄
鉱
、
造
船
、

自
動
車

な
ど
の
主
要
産

業
の
発
達

に
よ
り
今

や
世
界
で
最

も
進
ん

だ

工

業
国

の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。

北
欧
大

は
世
界
に
名

だ
た
る
長

身

揃

い
で
、
な
か
で
も

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大

は
世

界
一
背

が
高

く
（
平

均
身
長

、
男
百

七
十
二
ｍ

、
女
百

節
子
貞
春
森
勝

い
ツ
子

六

十
八
ｍ

）
ト
イ

レ
の
高
さ
も

、

バ
ス
の
座
席
も

私
共
の
サ
イ

ズ
と

合

わ
ず
、
苦
痛

で
も
あ
っ
た
。

施

設
訪
問
ま

で
時
間

が
あ

る
の

で

、
市
内

観
光
に

出
て
み
た
。

ス

ウ
ェ
ー

デ
ン
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ

る
市

庁
舎
を
尋

ね
た
。
こ

の
庁
舎

は
今
世
紀
北
欧
最

高
の
建

築
美

と

讃
え

ら
れ
百
六
ｍ

も
の
塔

の
上

に

は
三

ツ
の
冠

が
金
色

に
輝
き

、
正

面
入

口
か
ら
中

に
入

る
と
青

の
聞

か
あ
り
、
そ

の
部
屋

か
ら
青
空

が

望

め
る
。

こ

こ

は

毎

年

十
二

月

十

日

の

ノ

ー

ベ
ル
賞
授
賞

式
後
の

晩
餐

。

（

ば
ん
さ
ん

）
会

が
開
か

れ
る
所

で
あ
り
、
一
足
先

に
ゆ
っ
く
り

と

そ

の
気
分
に

浸
っ
て
き
た
。

い
つ

ノ

ー

ベ
ル
賞
授
賞

の
案
内

が
来

て

も
迷
う

こ

と
は
な
い
自
信
を
得

た

が
、
私
に
は
ノ

ー
メ
ル
賞

の
自
信

は
あ
る
。

次
は
歴
代

の
王

の
居
城
で
あ

っ

た
王

宮
に
廻
っ

た
。
三

階
建
で

、

フ
ラ

ン
ス
の

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

よ

り

室
数

が
一

つ
多

く
六
百
八
室

だ

と
い
う

。
外
国

か
ら
の
来
賓

を
招

く
迎
賓
の
間
や

、
「
宝
物

の
間
」

な
ど

が
あ
り

、
中
で
も

エ
リ

ッ
ク

世
の
流
れ
　
親
の
小
言
を
　
子
供
無
視

子
供
等
は
　
扱
き
下
ろ
す
程
　
悪
く
な
る

ク
リ
ス
マ
ス
　
若
妻
う
れ
し
く
　
子
供
会

長
男
に
　
生
活
合
せ
る
　
世
の
う
つ
り

十
三

雄

尚

政

増

吉

重
彦

十
四
世

の
戴
冠

式
に
用

い
ら

れ
た

と

い
う
王
冠

は
何
百
個

も
の

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
や
真
珠
や
エ
メ
ラ

ル
ド
、

ル

ビ
ー
な
ど

が
施

さ
れ
燦
然
（

さ

ん

ぜ
ん
）
と
き
ら

め
い
て

い
た
の

が
印
象

的
で
あ
っ

た
。

現
代

の
国
王

カ
ー
ル
グ

ス
タ
フ

十
六
世

に
な
っ
て

か
ら
、
よ
り

静

か
な
環

境
の
ド

ロ
ッ
ト

ニ
ン
グ
ホ

ル
ム
宮
殿

に
転
居

さ
れ
、
国
王

の

住

い
で
は
な
く
な

っ
て

い
る
が
、

外
国

か
ら
の
貴
賓

を
招

い
て

パ
ー

テ
ィ

等
を
催
す
な

ど
王

宮

と
し

て

の
機
能

は
今
で
も
果
し

て

る
と
い

う
。

道
巾

が

Ｉ
ｍ

も
な

い
狭

い
通

り
や

骨
董

（
こ
っ

と
う

）
品
店

、

画
廊

な
ど
旧
市
内

を
一
巡
し

た
あ

と

、
リ
ツ

ダ
ル
ホ
ル

ム
教
会

に
行

っ

た
。
こ

の
教
会
は
日
本

で

い
う
歴

代

の
国
王

、
女
王

の
柩

が
収

め
ら
れ

て

い
る
菩
提
寺

に
当
る
と
こ
ろ
で
、

そ

の
柩

の
上
部

に
は
生
前

の
姿

を

写
し

た
彫
像

が
横

た
わ
っ
て
い
た
。

先

回
迄
は
施
設
内

容
な

ど
硬

い

所

だ
け
記

し
た

が
、
今
回
は
市

内

観
光

の
一
部
を
記
し

ま
し

た
。

（

次
号
は
学
園

都
市

ウ

プ
サ
ラ

の
施

設
に
つ

い
て

）

梅
雨
明

け
宣
言
が
出
さ
れ
、

夏
本
番
と

な
り

ま
し
た
。
気
象

台
の
予

想
に
よ

り
ま
す
と
、
今

年
の
夏

は
暑
い

と
聞
き
ま
す
。

縁
側
で

、
ス

イ
カ
を
食
べ
な

が

ら
一
句
ど
う
で
す
。

再

び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
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自衛官募集

募　　集　　項　　目 募　集　人　員 資　　　　　　格 受　付　期　間

２ 等 睦 ・

海 ・ 空 士

男　子

陸 約14,500名

海 約3,000名

空 約2,000名

18歳以上27歳未満の者
･年間を通じて行って

おります。

女

子

前

期

海　約70名

18歳以上27歳未満の者

３月１日～５月31日
空　約100名

後

期

陸　約600名

８月１日～９月28日海　約170名

空　約200名

自　衛　隊　 生　徒
陸約250名　海約60名

空約50名
中卒(見込)17歳未満の男子

11月１日

～3年１月４日

曹　　候　　補　　士

陸　約2,100名

海　約　650名

空　約　550名

高卒(見込)27歳未満の者 ８月１日～９月18日

一 般 曹 候 補 学 生
陸約400名 海約360名

空約400名

高卒(見込)21歳未満の男子

(自衛官は22歳未満)
８月１日～９月18日

航　　空　　学　　生
海　約75名

空　約70名

高卒(見込)20歳未満の男子

(自衛官は21歳未満)
８月１日～９月18日

看　　護　　学　　生 陸　約105名 高卒(見込)22歳未満の女子 10月１日～10月31日

看　　　　　護(陸　曹) 約10名

免 許 取 得 者
36歳未満
の女子

年間を通じて行って
おります。

免許取得見込者
33歳未満
の女子

10月１日～11月22日

技　術

海　曹

大学･短大･高専卒 約20名
大学・短大・高専卒(見込)

24歳未満の者

６月１日～７月５日

免　　　　　許 約10名

１　臨床検査技士他16種類

の国家免許取得者

2　20歳以上35歳未満の者

幹　部

候補生

一　般・技　術

(男　子)

陸約70名 海約55名

空約55名

(女　子)

陸・海・空　約25名

22歳以上26歳未満の者

｢大学院修士課程修了都

(海上技術幹部候補生

志願者は、理工学課程

修了者に限るo)及び自

し衛官は28歳未満　　　｣

５月８日～６月30日

医・歯・薬 剤

陸

海

空

約20名

専門の大卒(見込)30歳未満

の者

薬剤は26歳未満の者

６月１日～８月10日

技　術　海　上　幹　部 若　千　名 大卒38歳未満の者 ６月１日～７月５日

医 科 ・ 歯 科 幹 部

陸

海

空

約40名
医師・歯科医師の免許取得

者

年間を通じて行って

おります。

防 衛 大 学 校 学 生
理工学専攻 約435名

人文社会学専攻約65名

高卒(見込)21歳未満の男子

(自衛官は23歳未満)
10月１日～10月25日

防衛医科 大学校学生 約65名 高卒(見込)21歳未満の者 10月１日～10月25日

20歳になつたら
成
人
を
迎
え

ら
れ

る
二

十
歳
の

皆

さ
ん
、

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。成

人
＝

二
十

歳
を
迎
え

、
一
人

前

の
お
と
な

と
し

て
行
動
す

る
と

き
、

い
ろ
い
ろ
な
法

律
や
生
活

の

知
恵

が
必
要

と
な
り

ま
す
。

国
民

年
金
に
加
入

す
る
こ

と
も

そ
の
中

の
一
つ
な

の
で
す
。

国
民

年
金
は
、
日
本

の
公
的

年

金
制
度

の
基
盤

と
し

て
、
二

十
歳

以
上
六

十
歳
未
満

の
す

べ
て

の
人

が
加
入
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

厚
生

年
金
保
険
や

共
済
組
合

な

ど
職
場

で
年
金
に
加

入
し
て

い
る

人
以
外

の
人
は

、
二

十
歳

の
誕
生

日
に

な
っ
た
ら

、
成

人
と
し
て

の

義
務

と
責

任
、
そ
し

て
、
自

分
自

身

の
将
来
の
た

め
に
も
、
国
民

年

金

へ
の
加
入
の
手

続
き
を
し
て

く

だ
さ
い
。

加
入
手

続
き
は

、
印
鑑
を
持

っ

て

、
役
場
国
民
年
釡

係
へ

お
出
で

く

だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を

老
齢
福

祉
年
金

を
う

け
て

い
る

人
は

、
八
月

期
分

の
支
払

い
を
受

け

た
ら

「
国

民
年
金

証
書
」
を

役

場
に
提
出
し

て
く

だ
さ

い
。

こ

れ
は
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受

給
者
本

人
、
配
偶
者

、
扶
養
義

務

者

の
前

年
の
所
得

な
ど
を
調
査
し
、

引
き

続
き
年
金

が
受

け
ら

れ
る
か

ど
う

か
を
決
定
し

て
国

民
年
金

証

書
に
金

額
を
記
入
す

る
た

め
の
も

の
で
す
。

も
し

、
国

民

年
金
証
書
を

提
出

し
ま

せ
ん
と

、
次
回
の
年
金
支

払

い
日

に
年
金
を
受
け

と

れ
な

い
こ

と

に
な
り
ま
す

の
で
、

ご
注
意

く

だ
さ
い
。

ま

た
、
老
齢
福

祉
年
金
は

、
全

額

が
国

の
負
担

に
よ
り
支
給

さ
れ

る
年
金

で
あ

る
た
め
、
受
給
者

本

人

が
恩

給
や
厚

生
年
金
な

ど
の
一

般

の
公

的
年
金

を
受
け
は
じ

め
た

り

、
一
定
額
以
上

の
所
得

が
あ

る

人

は
、
支
給
を
制

限
さ

れ
る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。

詳
し

い
こ

と
は
、
役
場
国
民

年

金
係

で
お
た
ず

ね
下

さ

い
。

総務課／民生課から●8

国民年金に

加入しましよう！

受
け
と
っ
た
ら
国
民
年
金

証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
！
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フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
誕
生
！

中
学
校
の
青
少
年
赤
十
字
活
動

六
月
二
十

七
日
（
水

）
中

学
校

前
通
り
約
百
五

十
に
の
道
路

に
、

青
少

年
赤
十
字

（
中
学
校

）

が
、

サ
ル

ビ
ア
、

マ
リ

ー
ゴ
ー

ル
ド
等

五

種
類
の
花
（
三
百

本

）
を
五

十

五
個
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
付
け
し
、

綺

麗
な
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
に
変
身

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は

、
教
育
委
員
会

社

会

教
育
課

が
担
当
し

て

い
る

『
地

域
ぐ
る
み
社
会
参
加
活
動
』
で
計

画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
午
後
二
時
か
ら
の
作

業
は
、
ま
ず
最
初
に
プ
ラ
ン
タ
ー

に
土
を
入
れ
、
次
に
花
を
植
え
る

と
い
う
行
程
で
進
み
、
最
後
に
道

路
片
側
へ
綺
麗
に
設
置
し
ま
し

た
。花

の
管
理
は
、
引
続
き
青
少

年
赤
十
字
が
す
る
こ
と
に
な
っ

あ
す
な
ろ
尚
学
院
青
森
校

「
あ
す
な
ろ
尚

学
院
」
は
、
県

教
育

委
員
会

が
高
齢

者
の
生
涯
学

習
及

び
社
会
参
加
活
動

に
よ
る
生

き

が
い
の
創
造
を

推
進
す
る
た

め

開
設
し

た
も
の
で
す
。

あ

な
た
も

、
体
系
的
な

学
習
佰

域

と
学
習
内
容
を
も

つ
「
あ
す
な

ろ
尚

学
院
」
で
、
「
日

々
の
発
見
」

を
し
て

み
ま
せ
ん

か
。

①
、
期
　
　

間

・
平
成
二

年
十
月

～
十
二

月

二

ヵ
月
平
均
二

十
時
間
程
度
）

②
、
場
　
　

所

・
青
森
市
中
央
公

民
館

て
お
り
、
七
月
二
十
九
日
（
日
）

に
開
催
予
定
の
村
民
体
育
祭
に
も

使
用
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

特別相談日を開設します
蓬田村商工会では、毎月10日を特別相談日と

して（但し日曜祭日の場合は翌日とする。）、経

営・金融・税務・経理等について、相談に応ず

ることになりましたので、皆様のお出でをお待

ちしております。

１，相談日　８月10 日

２，時　間　 午前９時30 分～午後３時30分

３，場　所　蓬田村商工会館

４，担当者　 経営指導員　 熊谷武四郎　外

暮
ら
し
と
電
気
安
全

八
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

（
財
）
東
北
電
気
保
安
協
会

電

気

は

無

色

無

臭

で

目

で

見

る

こ

と

が

で

き

な

い

た

め

、

電

気

設

備

が
悪

く

な

っ

た

り

、

取

扱

い

を

誤

り

ま

す

と

感

電

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

感

電

事

故

を

起

こ
し

て

か

ら

。

「
あ

の

時

さ

わ

ら

な

け

れ

ば
・：
」

「
な

ぜ
ア

ー

ス

を

つ

け

な

か

っ

た

か

…

…

」

、

「
あ

ん

な

電

気

機

械

を

使

わ

な

け

れ

ば

…

…

」

な

ど

、

あ

と

で

悔

や

ま

れ

る

こ

と

が
多

い

も

の
で
す

。

と
こ
ろ
で
全
国

の
感
電
災

害
は

夏
場

の
七
月

か
ら
九
月

の
三
ヵ
月

間
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ

の
点
か
ら
毎

年
八
月
に
通
商

産
業

省
の
主
唱

の
も
と
「
電
気

使

用
安

全
運
動
」

が
全
国

一
斉

に
行

わ

れ
ま
す

。

「
電
気

の
安

全
、
使
う
あ

な
た

が
主

役
で
す

」
み
ん

な
で
電
気
の

取

扱
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

。

瀬

辺

地木

村
悦
子

さ
ん

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
、
第

三
十
七
回
青
森
県
青
年
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
に
初
出
場
し
、
優

勝
し
ま
し
て
、
全
国
大
会
へ
の

キ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、
日
本
青
年
館

前
で
写
し
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
写
真
を
見
る
た
び
に
、
皆
で

頑
張
っ
た
頃
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

9●各課から／１枚の写真

③

、
内
　
　
　

容

・
四

年
間
で
二
十
二

単
位
（
基

礎

課
程
八
、
専
門

課
程
十
四

単
位

）
学
習

・
今

年
度
は
四
単
位

（

匸
早
位

十
五
時

間

）
学
習

④
、
募
集

人
員

・
各
校

と
も
六

十
五

歳
以

上

の

男
女
あ

わ
せ
て
六
十
人

（
申

込
み
多

数
の
場
合
は
抽

選

）

⑤
、
申

込

み

・
平

成
二

年
八

月
二

十
八

日

（
火

）
ま
で

社
会
教
育
課
へ

ａ

二

七
－

二

一
一
一

の
学
生
募
集
！

写
真

「

枚
の
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老人ホームの種類を知っていますか

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
よ
く
間
い
合
せ
が
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
が
、
寝
　
々
な
事
情
で
家
族
か
ら
必
要
な
介

た
き
り
等
の
状
態
に
　
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

も
か
か
わ
ら
ず
、
様
　
合
等
、
在
宅
で
生
活
で
き
な
い
場

合
に
は
、
老
人
福
祉
施
設
へ
の
入

所
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設
に
は
、
老
人
福

祉
法
に
お
い
て
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
、

ケ
ア
（

ウ

ス
）
、
有
料
老

人
ホ
ー

ム

の
四

種
類

の
老
人

ホ
ー

ム
が
規
定

さ
れ
て

い
ま
す

。

そ
れ

ぞ
れ
の
概
要

に
つ

い
て

は

次
の
と

お
り

で
あ
り

ま
す
。

種類 性　　　　　　　　　　　 格 入　　 所　　 要　　 件 入　所　手　 続 費　　　　　 用

特

別

養

護

老

人

ホ

Ｉ

ム

65歳以上の 者であ って、身体

上又は精神上著し い障害がある

ために常時の 介護を必要とする

者（い わゆるねたきり老人等）

であって 、居宅にお いて適切な

介護を受け るこ とが困難な者を

入所させ、 日常生 活上 必要なサ

ービスを提供す る施 設。

65 歳以上 のお年 寄りであっ

て、 ねたきりの状 態である方

や痴呆性 老人の方 が入所でき

ます。 ただし 、病 院ではあり

ませ んの で、常に医師 の手当

を要す る方は 入所す るこ とが

で きませ ん。

なお 、この老 人ホー ムは、

収入の 多少に関 係なく入所で

きます。

束地方福祉事務所

民　生　委　 員

役　　　　　 場

一人当り 月額お よ

そ21万円の 費用が か

かり ますが、利用 料

は、お年寄りや扶養

義務者の所得に 応じ

て負担してい ただ き

ます。

現在、平均的には

およそ２万 ５千円 と

なってい ます。

養

護

老

人

ホ

｜

ム

65歳以上の者 であっ て、身体

上若しくは精神上 又は 環境上の

理由及び経 済的な理由 により居

宅 での生活が 困難 な者を入所さ

せ 、日常生活上必要 なサービス

を提供する施設。

65歳以上のお年寄 りであっ

て、体がお とろ えているとか、

家庭の事情に より、居宅 にお

いて生活す るこ とが 困難 なお

年寄りが 入所 できます。 ただ

し、 ねた きりの方は 入所 でき

ません。

なお、老 人ホー ムへ の入所

は、収入の少ない方（ 村民税

均等割以下 ）に限ら れていま

,す。

同　　　　　　上 一人当り 月額お よ

そ13万円の費用がか

かり ますが、利用 料

は、お年寄りや扶養

義務者の所得に応じ

て負担していただ き

ます。

現在、平均的には

お よそ１万２千円 と

なってい ます。

軽

費

老

人

ホ

｜

ム

Ａ

型

60歳以上の者 であっ て、身寄

りのない者及び家庭の事情 等に

よって家族 との同居が 困難な者

を低額な料金で利用させる施設。

( 給食)

一定の所得以下の60 歳以 上

のお年寄りであって 、家 庭の

事情等により居宅におい て生

活するこ とが困難なお年 寄り

が入所で きます。

ただし、 ねた きりの方 は入

所で きません。

生活相談、緊急時の対 応、

給 食、介護等のサービ スを提

供する。

直接老 人ホー

ムに申し込むこ

とになってい ま

す。

原則として利用者

負担ですが、一部減

免制度があり ます。

地 域によって多少

異なりますが利用者の

負担は 月々約55,170

円 ～130,570 円です。

( 食費等生活費相当

分 を含 む｡)

Ｂ

型

60歳以上の者であっ て、家庭

環境、住宅 事情等の理由に より

居宅 において生活するこ とが困

難な者を低額な料金で 利用 させ

る施設。（自炊）

上記同様ですが、生活 相談

緊急時の対応等のサービ スを

提供する。

ただし、 食事については 自

炊です。

同　　　　　 上 上 記同様ですが、

地 域に よって多少 異

な り、利用者の負担

は 月々約32,230 円で

す。（ 食費等生活費

相 当分を除く｡）

ケ

ア

ノ丶

ウ

ス

60歳以上の者であって 、身体

機能の低下等が認めら れ、又は

高齢等のため、独立し て生 活す

るには不安 が認めら れる者で、

家 族による援助を受け るこ とが

困難な者を低額な料金 で利用さ

せ る施設。（給 食）

上記同様ですが、生活 相談

緊急時の対応、給 食、介 護等

のサービスを提供する。

なお、車いすでの生活が容

易であるなど住宅 としての 機

能を重視し、入所者の虚 弱化

には 、 在宅 サー ビ ス の 導 入

(外部からのホームヘル パー

を利用することもで きます｡)

により対応するこ ととし てお

ります。

同　　　　　 上 平 成２年度から運

営開 始となったため

利用 料については、

現 在調査中です。

有

料

老

人

ホ

Ｉ

ム

常 時10人以上の老人 を収 容し

給食その他日常生活上必要 な便

宜 を供与するこ とを目的 とする

施 設。

入所要件は、それ ぞれの老

人ホームによって 異なり ま肌

年齢は、おおよそ60歳以上 で

す。

費用については、全額 自己

負担となっていますので 、あ

る程度の収入があるお年寄 り

の方に限られています。

同　　　　　 上 各老人ホームによ

り異なります。

民生課から●10
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今
回

は
、
こ
の
四
月

に
村
体
育

協

会

々
長

と

な

っ

た
八

幡

敏

雄

（

高
根

）
さ
ん
に
取

材
し

ま
し

た
。

八
幡

さ
ん
は
大
変

な
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
家
で

、
特
に
走

る
こ
と
に
関

し
て
は
右
に
出
る
人
が
い
な
い
ほ

ど
の
大
好
き
人
間
で
す
。

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
陸
奥
湾

一
周
駅
伝
競
走
大
会
で
は
、
一
回

目
か
ら
連
続
七
年
間
選
手
と
し
て

活
躍
し
て
来
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
そ
の
陸
奥
湾
一

周

駅
伝
の
団
長

と
し

て
選
手

を
取

り
ま
と
め
る
立
場

と
な
り

、
今
ま

で
の
経
験
を
役

立
て
る
こ

と
に
な

り

ま
す
。

「
健

康
を
維
持
す

る
た
め
に

は
、

適
度

な
ス
ポ
ー

ツ
で
心
地
よ

い
汗

を
流
す
こ
と

が
必
要

で
す
。
村

体

育
協

会
に
は
、
野

球
、
卓
球

、
陸

上

競
技
、
ス
キ

ー
、

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、

ボ
ウ
リ

ン

グ
の
各
部

が
あ
り
思

い
っ
き
り
汗

を

流
せ
た
上
、
毎

年
八

月

の
第
三

土

・
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て

い
る

県
民

体
育
大
会

に
も
選
手

と
し
て

出
場
す

る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

村
出
身

の
方
で
あ

れ
ば
、
誰
で

も

参
加
出

来
ま
す

の
で

、

ど
し

ど
し

協
会

に
加
入
し
て
下

さ

い
！

」

と

Ｐ
Ｒ

を
忘

れ
ま
せ

ん
。

「
悩

み
は
、

ス
ポ
ー
ツ
人
口

が

急
増
し

て
い
る
中

、
村

か
ら
若
者

が
ど
ん
ど
ん
流
出
し
て

い
る
現
状
」

と
語

る
八

幡
さ
ん

に
、
こ
の
危
機

を

ど
う
乗

越
え
て
く

れ
る
の

か
と

村
民

の
期
待
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

ど
ち

ら
か
と
言
え

ば
小

柄
で

ス

リ

ム
な

体
付
き
の
八
幡

さ
ん
、
農

業
を
続
け

る
か
た

わ
ら
林
業
作
業

員
、
村

体
育
協
会

々
長

、
村
消
防

団
本
団
団

付
部
長

と
忙
し

い
毎
日

で
す

が
、
酒

豪
と
し
て

も
聞

こ
え

て

い
ま
す
。

「

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

体
を
張
り

ま
す
」

と
言
い
き
る
四
四
才

、
額

に
汗
し
て

今
日
も
頑
張

る
。

み
～
つ
け
た

今、『ほたて料理100 選』という

本が店頭に並んでいます。

掲載されている100 種類の料理は、

すべて弘前のとある調理師専門学校

が担当し ました。

わが村も『ほたて』の一大産地で

す。こんな本を土台に、新しい調理

法を研究してみてはいかがですか。

県内出版ながら、スマートなデザ

インで内容豊富なオススメ品です。

８月行事予定　　　　

30　　29　　26　　24　　21　19～18　15　　12　　7　　3～1 日

子　 子　　　 小　 乳　 県　 村　 村　　一 日子
宮　 宮　90　 ・　　児　 民　 成　 民　　歳｀ ど

が　 が　　　　
中　　健　 体　 人　 野　　半　 も

ん　　ん　よ　　始　 診　 育　 式　球　　児　 会

・　　・　も　　業　13　 大　10　 大　　・　　リ乳　 乳　ぎ　 式　　：　　会　　：　　会　　二　　ｌ

－が　 が　た　　　　00　
＿　00　　　　 歳　 ダ

瀬ん　 ん　牧　　　　ｓ　 弘　 ｓ　　　　児－｜
辺検 一検　場　　　　一　 前　 一　　　　 健 高鼾
地診 長診　祭　　　　中　 市　 中　　　吊診 根修

民13 科13　‾　　　　央　 ‾　 央　　　央13 農会生 二　公二　jﾘJ　　　　公　　　 公　　　公： 村・

会Oで）民00　呂　　　　　民　　　　　民　　　　民00 公２
館
ｓ　館ｓ　諮　　　　　館　　　　館　　　　

館ｓ　園泊－　 一　　場　　　 －　　　 一　　　芒　 －３

行

事

民　 民　 農　 小　 民　 村　 社　 村　 民　 中
林　　　　　　　体　 会　 体　　　　央

生　　生　　水　　中　　生　　育　　教　育　　生　 公
産　　学　　　　　協　　育　 協　　　　　民

課　 課　 課　 校　 課　 会　 課　 会　 課　 館

担

当

11●談話室／行事予定

集
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
！

3

0

談話室
No.30
がんばる
八幡敏雄さん
高根
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

故
郷
蓬
田
を
離
れ
て
早
や
2
1年

が
す
ぎ
、
仙
台
に
移
り
住
ん
で
か

ら
で
も
1
4年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
年
に

Ｉ
、
二
回
と

ん
ぼ
帰
り
の
帰
省
を
繰
り
返
す
だ

け
と
な
り
、
正
直
い
っ
て
故
郷
に

対
す
る
愛
着
心
も
薄
れ
て
き
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

今
回
の
寄
稿
の
話
が
あ
り
、
村

制
百
周
年
の
小
冊
子
を
送
っ
て
貰

い
、
読
ん
で

い
る
う

ち
に
昔

の
こ

と

が
次
々
と
懐
か
し

く
思

い
出

さ

れ
、

と
同

時
に
、
最
近

の
蓬

田

の

発
展

ぶ
り

が
伺
え
、’
嬉
し

く
思

い

ま
し

た
。

今
後
と
も

、
海
と
山

と

川
に
囲
ま

れ
、
恵
ま

れ
た
自
然
と

調
和
し

た
村

に
発
展
し
て

い
く
こ

と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

私
は
今

、
建
築
会
社

の
工

事
管

理

の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

最

近
の
好
景
気
に
支
え
ら
れ
、
建

設
業

も
業
績

が
急
速
に
拡
大
し

、

休

み
も
取
れ
な

い
ほ
ど
の
忙
し

さ

で
す
。

特
に
人
手
不

足
に
は
頭

を

痛

め
て

い
ま
す
。

机

の
上

だ
け
で

の
仕
事
と
違

い

一
つ
の
建
物
を
作
り
上
げ
、
無
事

竣
工
し
た
と
き
の
感
慨
は
、
何
と

も
言
え
な
い
も
の
が
あ
り
、
今
の

仕
事
は
気
に
い
っ
て
い
ま
す
。

今
迄
の
一
番
の
思
い
で
は
、
仙

台
駅
前
に
6
3年
に
完
成
し
た
タ
ー

ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
の
工
事
で
し
た
。

政
令
都
市
仙
台
に
ふ
さ
わ
し
い
、

地
上
2
0階
建
て
の
本
格
的
な
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
で
す
が
、
客
室
三
百
を

有
し
、
プ
ー
ル
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
、
国
際
会
議
が
出
来
る
大
宴
会

場
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
等
を
含
ん

だ
複
合
施
設
の
上
に
、
自
分
と
し

て
は
初
め
て
手
掛
け
た
超
高
層
建

築
で
し
た
か
ら
、
大
変
な
工
事
で

㈱
大
林
組
国
分
可
工
事
事
務
所

所
長
代
理

小
　

松
　
　
　

誠

し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
竣
工
後
の

満
足
感
は
、
格
別
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な

仕
事
に
で
あ
う
と
思
い
ま
す
が
、

津
軽
の
け
っ
ぱ
り
精
神
で
頑
張
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ご結婚おめでとうございます

小松　 生佳（蓬　　 田）

豊岡　　恵（阿弥陀川）

佐々木列雄（青 森 市）

中村　 聡子（蓬　　 田）

森　　 公明（阿弥陀川）

水本　朱美（青 森 市）

最
後
に
、
故
郷
蓬
田
の
益
々
の

発
展
と
、
皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

めも

･・現 住所 ／宮城県 仙台市泉区南中山３ 丁目36

-83022(379)4660･ ・生年月日 ／昭和25年日月

16日s・出身 ／蓬田 ／小松和夫氏（弟 ）卜 家族

構成 ／妻・笑子 （え みこ）・長女・ 夏実 （な

つみ ）卜 好きなもの ／ゴルフ ・読書 （推 理小

説）･･経歴 ／青森県 立青森 高等学校卒 （昭和

44年）・法政大学工 学部建築科卒業 （昭和48

年）・（株）大林組入 社東京 本社勤務 （昭和48

～50年）・東 北支店（昭和50～現 在に至る）

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
2
3

戸籍の

窓　口

人口と世帯数

(６月30日現在)

総人口4,185 人
男　2,025 人
女　2,160 人
世帯数1,057 世帯

6月受付分

お誕生おめでとうございます

川崎　光世

細谷　健人

青木　未来

学

ちづ子

幸　生

由美子

繁　一

良　子

長 男

長 男

３女

おくやみ申し上げます

木村　 りせ（瀬辺地　84 歳）
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